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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は閉回路テレビジョン装置のカラー化にあたり, 経済性と画像の色再現性との両面より考慮し

て, きわめて有効な方式と考えられる全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンの実用化に

関する研究結果をまとめたもので, 7章と付録より成っている｡

第 1 章は序論で, カラー閉回路テレビジョンの必要性と本研究を行なうに至った理由を述べている｡

第2章は各種のカラー閉回路テレビジ三ソの方式を比較検討し, 簡易なカラー閉回路テレビジョンには

全電子式フィール ド順次方式を採用するのが有利であるという結論を得ている｡ すなわち, この方式では

三原色像を撮像管の光電面上に垂直に並べて投影し, これを電子的に順次走査して, フィール ド順次のカ

ラーテレビ信号を得るので, 回転フィルタ方式のようにビジコンの残像による色再現性の低下が起らず,

良質な画像が得られる｡

第 3章は全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンの問題点を光学系, 回路系, 撮像管,

受像管の面より検討し, この方式の実用化のためには, 簡単でしかも十分な画質が得られるような三色分

解光学系の開発とカメラ垂直偏向の直線性の補正がきわめて重要であることを見出した｡ また, 一色あた

りの走査線数335本, 映像信号帯域幅 5MHz,一色あたりの垂直偏向周波数 40Hz,水平偏向周波数20.1

kHzと決めるのが実用上妥当であるという結論を得た｡

第 4 章は全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンに使用する三色分解光学系について論

じたもので, ダイクロイックミラー方式, 三反射鏡式, 屈折式, トライアッド式の4型式を考案し, これ

らの利害得失を検討した結果, トライアッド式が最適であるという結論を得た｡ ついで トライアッド･ リ

レーレンズを構成する原レンズの設計, フィール ドレンズの設計, 三色分解用フィルタの選択について検

討を加え, 原レンズとして球面収差最小のセメソテッドダブレットレンズの設計に成功し, 三色分解用フ

ィルタとしてはリレーレンズのごく近傍に赤, 緑, 青のゼラチンフィルタを配置するのが適当であり, ま

た トライアッド･ リレーレンズの整列機構としては, 3枚のレンズ片のうち2枚を接合固定, 残 り1枚を
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摺動可能とし, かつ全体を回転できる機構にするのが最適であることを見出した｡

第 5章は全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンの回路系について論じたもので, 特に

垂直偏向の直線性の確保と光学系の整列不良の補正に重点をおいて検討し, 撮像管の光電面を走査するた

めの垂直偏向鋸歯状波を三原色像に対応する三つの部分にわけ, それぞれの鋸歯状波の傾斜, 位置, 直線

性を独立に調節できる回路を考案し, これにより垂直偏向全体としての直線性を在来回路に比べ飛躍的に

向上させると同時に, トライアッド･ リレーレンズの機械的調整によっては取 り除き得ない整列不良を補

正することに成功した｡ また色切換のためのゲー ト信号発生回路の設計, ビジコンのシェージングによる

色ずれの補正, 高電圧集束による解像力の改善などについても検討し, 受像管の画質を総合的に向上させ

ることに成功している｡

第6章は全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンの性能を, 画質, 感度, 安定度の面か

ら検討したもので, その結果, 本方式による閉回路カラーテレビジョンの性能は限界解像本数280本, -

イライ ト輝度約 17cd/m2, 被写体必要照度 50001Ⅹ, 安定化時間約5分で, これは家庭用カラーテレビセ

ットの解像力220-250本, - イライ ト輝度約 50｢cd/m2, 被写体必要照度約 30001Ⅹに比べると, 多少劣

る面 もあるが, 簡易型の閉回路テレビジョンとしては実用性のあることが結論された｡

第 7章は結言で, 本研究で得られた主な成果と本研究の工学的意義を要約して述べたものである｡

付録はこの論文に関係のある計算式と図表ならびにインターレースを行なわせるための簡易な方法につ

いて述べている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

閉回路テレビジョン装置に対するカラー化は一部の工業用あるいは教育用分野で強 く要望されているが,

その実用化には経済性と画像の色再現性の両面から検討する必要がある｡ この論文は簡易でしかも色再現

性のよい閉回路カラーテレビジョソを開発することを目的として, フィール ド順次方式を全電子式に構成

した新方式を考案した結果をまとめたものであって, 得られた主な成果は次のとおりである｡

(1)在来の回転フィルタを用いたフィール ド順次方式では, 撮像管 ビジコン特有の残像による画質の劣

化を免れることができなかったが, これを全電子式に構成することによって色再現性の向上をはかり, フ

ィール ド順次方式の実用性を革めた｡

(2) 全電子式フィール ド順次方式閉回路カラーテレビジョンに使用する三色分解光学系として, ダイク

ロイックミラー式, ≡反射鏡式, 屈折式, トライアヅド式の4型式を提案し, そのうちでもトライアッド

式が最もす ぐれた性能を有していることを明らかにした｡

(3) トライアヅド式 リレーレンズを構成する原 レンズの収差を検討し, 球面収差の最小なセメソテッド

ダブレッド･ リレーレンズを設計し, さらにこの トライアッド･ リレーレンズの整列機構として, 3枚の

レンズ片のうち2枚を接合固定, 残 りの1枚を摺動可能とし, かつ全体を回転できるような機構を考案し,

これが画質の改善上最適であることを明らかにした｡

(4) カメラ垂直偏向回路として, 撮像管の光電面を走査するための垂直偏向鋸歯状渡を三原色像に対応

する三つの部分にわけ, それぞれの部分の鋸歯状波の傾斜, 位置, 直線性を独立に調節できる回路を考案
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し, これにより垂直偏向全体の直線性を在来回路に比べて飛躍的に向上させるとともに, トライアヅド･

リレーレンズの機械的調整によっては取 り除き得なかった微細な整列不良を補正し, ほぼ完全な三原色像

の重ね合わせに成功した｡

(5) ビジコンのシェージングによる部分的な色相移動をビジコンの陰極とターゲットの間に垂直偏向と

同期した放物線電圧を印加することにより補正し, 画面全面にわたり良質な色再現性を達成し得ることを

明らかにした｡

以上要するに, この論文は閉回路テレビジョン装置をカラー化するにあたり, 簡易, 低廉で, かつ画像

の色再現性がきわめてす ぐれた新方式を提案したものであって, 学術上, 実際上寄与するところが少なく

ない｡

よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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